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accommodates blister packages (4) in a stacked state, and a dispensing member (3) which can dispense the accommodated blister
packages (4). The accommodating container (2) i s provided with an ejection opening (13), which i s formed on the base at one end
side thereof, and which i s for ejecting the blister packages (4), and an impelling means (12) for impelling the accommodated blis
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(課題 )ブ リス タ一包装体の収容量 を多 くし、 ブ リス タ一包装体がた とえ湾 曲 していた と して もス ム ーズに
払 い出す。 （解決手段 )装置本体 1 と 、 ブ リス タ ー 包装体 4 を重ね た状態 で収容 され る収容容器 2 と 、 収
容 した ブ リス タ一包装体 4 を払 い出 させ る払 出部材 3 とを備 える。収容容器 2 は、一端側底面 に形成 さ
れ る、 ブ リス タ ー 包装体 4 を取 り出すための取 出 口 1 3 と、収容 した ブ リス タ ー 包装体 4 を一端側 に向
か って付勢す る付勢手段 1 2 と を備 える。払 出部材 3 は、 ブ リス タ ー 包装体 4 の側縁部 をガイ ドす るガ
ィ ド部 3 6 を備 え、 ブ リス ター 包装体 4 を収容容器 2 の一端側 に向か って付勢す る。



明 細 書

発明の名称 ：薬剤払出装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、薬剤払出装置に関するものである。

背景技術

[0002] 従来、プリスター包装体を払い出すための薬剤払出装置として、グリップュ

ニットによりプリスター包装体を搬送 し、カツタ一機構により切断して必要

量の包装シ一 卜を取り出すことができるようにしたものがある （例えば、特

許文献 1参照）。

[0003] また、プリスター包装体を払い出すための他の薬剤払出装置として、薬剤力

セッ卜内に収容されたプリスタ一包装体を、吸着部材により吸着 して取り出

すことができるようにしたものがある （例えば、特許文献 2 参照）。

[0004] さらに、プリスター包装体を払い出すための他の薬剤払出装置として、逆鉤

状の作用部を備えた引掛部材を無端ベル トによって先送りすることにより、

積層された P T P包装剤の最下部に位置するものの後端に作用部を引っ掛け

て排出できるようにしたものがある （例えば、特許文献 3 参照）。

[0005] しかしながら、特許文献 1 に記載された薬剤払出装置では、プリスター包装

体の端数のみならず、 1枚全体を取り出す場合であつても、ダリップュニッ

卜を使用しており、取出効率が悪いという問題がある。また、プリスター包

装体が上下方向に積層されるので、高さ方向の占有スペースが増大し、収容

する量及び種類が制約されるという問題もある。

[0006] 特許文献 2 に記載された薬剤払出装置では、プリスター包装体の端数を払い

出すことはできない。

[0007] また、プリスター包装体は複数個が輪ゴム等で束ねられた状態で納品される

ため、湾曲することがあるが、前記いずれの特許文献に記載された薬剤払出

装置であっても、湾曲したプリスター包装体を適切に払い出すための構成を

備えていない。



[0008] さ らに、特許文献 3 に記載 された薬剤払出装置では、 プ リスター包装体は上

下方向に積層 させた状態で収容 されている。 このため、前記特許文献 1 と同

様 に、高さ方向の占有 スペースが増大 し、収容する量及び種類が制約 される

という問題がある。 また、 プ リスター包装体 をその長手方向に排 出する構造

を採用 しているため、排 出時間がかかるという問題 もある。

先行技術文献

特許文献

[0009] 特許文献 1 ：特許第 2 8 8 7 5 9 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 6 _ 1 0 9 8 5 9 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 9 _ 2 9 7 4 6 6 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[001 0] そ こで、本発明は、 プ リスター包装体の収容量 を多 くし、 プ リスター包装体

がた とえ湾曲 していた と してもスムーズに払い出す ことので きる薬剤払出装

置 を提供することを課題 とする。

課題 を解決するための手段

[001 1] 本発明は、前記課題 を解決するための手段 と して、薬剤払出装置 を、装置

本体 と、薬剤が個別 に包装 される複数のプ リスター包装体が重ねた状態で収

容 される収容容器 と、前記装置本体 に移動可能 に設 け られ、前記収容容器 ま

で移動 して、収容 したプ リスタ一包装体 を払い出させる払出部材 と、 を備 え

た構成 と し、前記収容容器は、一端側 に形成 される、 プ リスタ一包装体 を取

り出すための取出口と、収容 したプ リスター包装体 を一端側 に向か って付勢

する付勢手段 と、 を備 え、前記払出部材は、 プ リスター包装体の側縁部 をガ

ィ ドするガイ ド部 を備 え、該 ガイ ド部 を介 して前記 プ リスタ一包装体 を前記

収容容器の一端側 に向か って付勢可能 と したものである。

[001 2] この構成 によ り、真 っ直 ぐなプ リスター包装体は勿論の こと、先頭 に位置

する、湾曲 したプ リスター包装体であ っても、 その側縁部 を払出部材のガイ



ド部 によってガイ ドすることがで き、 しかもこの プ リスター包装体 を収容容

器の一端側 に向か って付勢することが可能である。 したが って、前記払 出部

材 によ り、 プ リスター包装体 をその変形度合 いの違 いに拘わ らず、取 出口を

介 してスムーズに払 い出す ことが可能 となる。

[001 3] 前 記払 出部材 は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の一端側 に向か つ

て付勢可能な弾性 片を備 え、該弾性 片の先端部 に、前記 プ リスター包装体の

側縁部 をガイ ドするガイ ド部 を備 えるのが好 ま しい。

[0014] この構成 によ り、先端部 にガイ ド部 を備 えた弾性 片 とい う簡単かつ安価 な

もの とすることがで きる。弾性 片自身が プ リスタ一包装体 に対 して付勢力 を

作用 させ るので、別途、付勢手段 を設 ける必要 もない。 なお、 ガイ ド部 は、

例 えば、弾性 片の先端部分の一部 を切 り起 こすだけで形成 することがで き、

加工 も非常 に簡単である。

[001 5] 前 記払 出部材 は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の取 出口か ら取 り

出す際、次の プ リスター包装体 に当接 して回転 するローラ部 を備 えるのが好

ま しい。

[001 6] この構成 によ り、収容容器か ら先頭の プ リスタ一包装体 を取 り出す際、次

の プ リスター包装体 には ローラ部 が転動 し、取 出方向に大 きな摩擦力 を発生

させ ることがない。 したが って、先頭の プ リスター包装体のみ をスムーズに

取 り出す ことがで きる。

[001 7] 前 記払 出部材 は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の取 出口か ら取 り

出 した後、取 出方向 とは逆方向に移動する際、次の プ リスター包装体 に当接

するローラ部 の回転 を阻止するロック機構 を備 えるのが好 ま しい。

[001 8] この構成 によ り、払 出部材 を元の位置 に復帰 させ る際、 ロック機構 によつ

て ローラ部 が回転 を阻止 され るので、次の プ リスター包装体 との間の摩擦力

が大 き くなる。 したが って、 た とえ払 出部材 による払 出動作時 に次の プ リス

タ一包装体が取 出口側へ と移動 した と しても、確実 に元の位置へ と復帰 させ

て次の払 出動作 に備 えることがで きる。

[001 9] 前 記付勢手段 は、前記 プ リスター包装体 に当接 して前記収容容器の一端側



に向か って押 圧 し、 かつ、前 記 プ リス ター包装 体 の押 圧方 向 とは直交 す る方

向へ の位 置 ずれ を抑制 す る押 出パ ッ ドを備 え るのが好 ま しい。

[0020] この構成 によ り、収 容容器 内の プ リス ター包装 体 を安 定 した状 態 で一端側

に向か って押 圧 す る ことがで きる。特 に、 残留 す る プ リス ター包装 体 が 2 枚

とな った場合 であ って も、 先頭 の プ リス ター包装 体 を払 い出す際 に一緒 に最

後 の プ リス ター包装 体 が払 い出 され て しま うことを確 実 に防止 す る ことがで

きる。

[0021 ] 前 記収 容容器 は、前 記付勢手段 によ って付勢 され る プ リス タ一包装 体 の側

縁部 をガイ ドし、前 記 プ リス ター包装 体 の前 記払 出方 向の位 置 を規制 す る押

ぇ片 を備 え るのが好 ま しい。

[0022] この構成 によ り、収 容容器 内の プ リス ター包装 体 を、順 次、 一端側 へ と移

動 させ る際、位 置 ずれ を修 正 しつつ取 出 口へ と向かわせ る ことがで きるので

、 その後 の払 出動作 をスムー ズ に行 わせ る ことが可能 とな る。

[0023] 前 記収 容容器 は、 一端側 に向か って押 圧 され た プ リス ター包装 体 に対 し、

前 記取 出 口が押 圧方 向 とは直交 す る方 向 に形成 され、前 記取 出 口の近傍 に、

前 記 プ リス ター包装 体 の側縁部 をガイ ドす るガイ ドブ レ一 卜を備 え、前 記 ガ

ィ ドブ レ一 卜は、前 記 プ リス ター包装 体 を押 圧方 向 に向か うに従 って徐 々に

前 記取 出 口 とは反対方 向 にガイ ド位 置 を変 更 させ る湾 曲部 と、 該湾 曲部 に連

続 し、前 記取 出 口側 に向か って傾斜 す る傾斜部 とを備 え るのが好 ま しい。

[0024] この構成 によ り、 湾 曲部 で隣接 プ リス ター包装 体 の押 圧方 向 に直交 す る方

向へ の位 置 をず らせ、 さ らに傾斜部 で先頭 の プ リス ター包装 体 のみ を分離 し

て取 出 口へ と向かわせ る ことがで きる。 このため、 先頭 の プ リス ター包装 体

のみ をスムー ズ に取 出 口か ら払 い出す ことが可能 とな る。

[0025] 戦 記収 容容器 は、前 記付勢手段 による付勢方 向 に位 置 す る一端側 の 内端 面

に、前 記 プ リス ター包装 体 の湾 曲形状 に対 して干渉 を回避 す る方 向 に窪 んだ

湾 曲面 を備 え るのが好 ま しい。

[0026] この構成 によ り、 プ リス ター包装 体 が大 き く湾 曲 して いた と して も、 湾 曲

面 の存在 によ り、 プ リス タ一包装 体 の側縁部 の位 置 を払 出部 材 の ガイ ド部 に



よ って ガイ ド可能 な位 置 に修 正 す る ことがで きる。

[0027] 前 記収 容容器 は、前 記付勢手段 による付勢方 向の先頭 に位 置 す る プ リス タ

一包装 体 を、前 記払 出部 材 による払 出方 向 とは反対方 向 に向か って移 動 させ

るガイ ド面 を備 え るのが好 ま しい。

[0028] この構成 によ り、 先頭 の プ リス ター包装 体 のみ を、 それ に続 く他 の プ リス

タ一包装 体 と確 実 に分離 す る ことがで きる。 したが って、 払 出部 材 による払

出動作 をスムー ズ に行 うことが可能 とな る。

[0029] 前 記収 容容器 は、前 記 ガイ ド面 に連続 し、前 記払 出部 材 による払 出方 向 に

向か って前 記 プ リス ター包装 体 を移 動 させ る第 2 の ガイ ド面 を備 え るのが好

ま しい。

[0030] この構成 によ り、前 記 ガイ ド面 によ って先頭 の プ リス タ一包装 体 を払 出方

向 とは反対方 向 に移 動 させ た後、 取 出 口に向か って案 内す る ことがで きる。

[0031 ] 前 記収 容容器 は、前 記取 出 口か らプ リス ター包装 体 を払 出可能 とす る払 出

位 置 と、前 記取 出 口か ら払 い出 され た プ リス タ一包装 体 を保 持可能 な端数 払

出位 置 とに回動可能 な開閉扉 を備 え、前 記 開閉扉 は、前 記端数 払 出位 置 で、

前 記取 出 口か ら払 い出 され た プ リス ター包装 体 を前 記 開閉扉 の一部 に圧接 す

る ことによ り保 持 す る保 持 片 を備 え、前 記保 持 片は、前 記 プ リス ター包装 体

を出 し入れ す る位 置 に、前 記 プ リス ター包装 体 を搬 出す る方 向 に向か って前

記 プ リス ター包装 体 か ら徐 々に離 れ るよ うに形成 され る案 内 ガイ ド部 を有 す

るのが好 ま しい。

[0032] この構成 によ り、保 持 片 によ って開閉扉 に保 持 した プ リス タ一包装 体 か ら

端数 を切 断 す るため に、 開閉扉 か ら出 し入れ す る際、切 断等 によ りプ リス タ

—包装 体 が変形 した と して も、 案 内 ガイ ド部 の存在 によ りプ リス ター包装 体

をスムー ズ に出 し入れ す る ことがで きる。

[0033] 前 記収 容容器 は、前 記 開閉扉 が払 出位 置 に回動 した際、保 持 した プ リス タ

—包装 体 に圧接 して位 置決 め す るガイ ド部 を備 え るのが好 ま しい。

[0034] この構成 によ り、 開閉扉 に保 持 した プ リス ター包装 体 の位 置 ずれ を確 実 に

防止 す る ことがで き、 次 回の端数 の払 い出 しの際、 開閉扉 か らの プ リス ター



包装体の出し入れをスムーズに行わせることが可能となる。

[0035] 前記開閉扉は、前記払出位置に回動した際、前記ガイド部に対向する位置

に凹部を形成されているのが好ましい。

[0036] この構成により、開閉扉に保持したプリスター包装体の位置ずれをより一

層確実に防止することができる。

発明の効果
[0037] 本発明によれば、払出部材にガイド部を設け、プリスター包装体の側縁部

をガイドすると共に、プリスター包装体を収容容器の一端側に向かって付勢

するようにしたので、プリスター包装体が湾曲しているか否かに拘わらず、

確実に払い出すことが可能である。

図面の簡単な説明

[0038] [ 図1]本実施形態に係る薬剤払出装置の外観を示す斜視図である。

[図2]図 1から外装パネルを除去した状態を示す斜視図である。

[図3]図2 のカセッ卜装着部に装着されるカセッ卜の斜視図である。

[図4]図3 から開閉扉を端数払出位置に回動させた状態を示す斜視図である。

[図5]図4 を異なる方向から見た状態を示す斜視図である。

[図6]図4 の開閉扉側の拡大斜視図である。

[図7]図4 の開閉扉及び把持部材を示す部分斜視図である。

[図8]図4 の開閉扉を開閉させるための駆動機構を示す斜視図である。

[図9]図 1の払出部材のうち、支持板に取り付けた把持部材、切断部材、及び

、回収部材を示す斜視図である。

[図10]図 1の払出部材のうち、支持板に取り付けた把持部材、第 1払出部材

、及び、第 2 払出部材を示す斜視図である。

[図11]図 1 0 の第 2 払出部材の押下部を示す正面図である。

[図12]図 1 1の押下部によりカセッ卜から真っ直ぐな端数用プリスター包装

体を払い出す払出動作を示す概略側面図である。

[図13]図 1 1の押下部によりカセッ卜から湾曲した端数用プリスター包装体

を払い出す払出動作を示す概略側面図である。



[ 図 14] 図 9 に示す切断部材 による端数の切断方法の一例 を示す説明図である

[ 図 15 ] 本実施形態 に係 る薬剤払出装置のプロック図である。

[ 図 16 ] 本実施形態 に係 る薬剤払出装置の制御部材 による薬剤の払出処理 を示

すフ口一チヤ一 卜である。

[ 図 17 ] 本実施形態 に係 る薬剤払出装置の制御部材 による薬剤の払出処理 を示

すフ口一チヤ一 卜である。

[ 図 18 ] 図 1 1 の押下部 によ りカセ ッ 卜か ら一度 に 2 枚のプ リスター包装体 を

払い出す払出動作 を示す概略側面図である。

[ 図 19] 他 の実施形態 に係 る薬剤払出装置の払出部材 による払出状態 を示す概

略説明図である。

[ 図20] 第 6 の実施形態 に係 る力セ ッ ト及び押下部 を示す斜視図である。

[ 図2 1 ] 図 2 0 か ら開閉扉 を 9 0 ° 回転 させた状態 を示す斜視図である。

[ 図22] 図 2 のカセ ッ 卜の先頭部分 を異なる角度か ら見た状態 を示す拡大斜

視図である。

[ 図23] 図 2 2 の押 出部材 を示す斜視図である。

[ 図24] 図 2 2 か らカセ ッ 卜の一部 を除去 した状態 を示す斜視図である。

[ 図25] 図 2 1 のカセ ッ 卜の先頭部分の拡大斜視図である。

[ 図26] 図 2 1 のカセ ッ 卜の先頭部分の拡大側面図である。

[ 図27] 図 2 0 の押下部 を示す拡大一部分解斜視図である。

[ 図28] 図 2 0 の押下部 を反対側か ら見た状態 を示す斜視図である。

[ 図29] 図 2 7 の押下部の ローラ部 を示す一部分解図である。

発明を実施するための形態

以下、本発明に係 る実施形態 を添付図面 に従 って説明する。なお、以下の説

明では、必要 に応 じて特定の方向や位置 を示す用語 （例 えば、 「上」、 「下

」、 「側」、 「端」含む用語）を用いるが、 それ らの用語の使用は図面 を参

照 した発明の理解 を容易にするためであ って、 それ らの用語の意味によって

本発明の技術的範囲が限定されるものではない。 また、以下の説明は、本質



的に例示に過 ぎず、本発明、その適用物或いはその用途を制限することを意

図するものではない。

[0040] ( 1 . 構成） 図 1 は、本実施形態に係 る薬剤払出装置の概略斜視図、図 2

は、外装パネル 6 を取 り外 した状態を示す図である。 この薬剤払出装置は、

装置本体 1 に、収容容器である複数のカセ ッ 卜2 を格子状 に隙間な く装着 し

、払出部材 3 により各カセ ッ 卜2 か ら複数の薬剤が包装 されたプ リスター包

装体 4 (図 1 2 参照）を順次払い出すように構成 されている。そ して、一連

のプ リスター包装体 4 の払出処理は、図示 しないホス 卜コンピュータ等か ら

入力される処方データに基づいて制御部材 1 0 0 (図 1 5 参照）にて実行さ

れる。

[0041 ] ( 1 — 1 . 装置本体 1 ) 装置本体 1 は、図 1 及び図 2 に示すように、枠体

5 の周囲に外装パネル 6 を取 り付けて略直方体形状 と したもので、下方領域

には、図示 しない 卜レイを搬送するための搬送装置 7 が設けられ、背面側半

部の上方領域はカセ ッ ト装着部 8 となっている。 ここでは、搬送装置 7 と し

て、 口一ラコンベアが使用されているが、ベル トコンベア、 プッシャ一等、

種 々の搬送手段 を使用することができる。 カセ ッ ト装着部 8 は、左右方向に

所定間隔で配置 した支持パネルの対向面 8 a に取付部材 8 b を設けたもので

、 この取付部材 8 b にカセ ッ 卜2 を揷入 して装着できるように構成 されてい

る。

[0042] ( 1 - 2 . カセ ッ ト2 ) カセ ッ ト2 は、図 3 か ら図 6 に示すように、上面

が開口する略直方体形状の力セ ッ ト本体 9 と、 このカセ ッ ト本体 9 の前面に

配置される開閉扉 1 0 とを備える。

[0043] カセ ッ ト本体 9 の底面には、図 3 に示すように、 ガイ ド溝 1 1 が形成 されて

いる。 カセ ッ 卜本体 9 内には、 ガイ ド溝 1 1 に沿 って押出部材 1 2 が往復移

動可能に配置されている。 また、押出部材 1 2 は、図示 しない定加重パネ （

コンス トン）によって、その位置の違いに拘わ らず、 カセ ッ ト本体 9 内に収

容 したプ リスタ一包装体 4 を開閉扉 1 0 側 に向かつて一定荷重で付勢可能 と

なっている。



[0044] また、カセット本体 9 の底面前端部には、図 5 に示すように、先頭のプリス

タ一包装体 4 を取出可能とする取出口 1 3 が形成されている。取出口 1 3 は

、底面前端部の中央に回動可能に設けた閉鎖片 （図示せず）によってその一

部が閉鎖され、先頭のプリスター包装体 4 の落下が防止されている。閉鎖片

はスプリング （図示せず）によって閉鎖方向に付勢されている。

[0045] カセット本体 9 の前板 9 a には、図 5 に示すように、内面側中央部に上下に

延びる凹所 1 4 が形成されている。この凹所 1 4 は、後述するように、先頭

のプリスター包装体 4 を取り出す際に押下部 3 0 を移動可能とするための逃

が しである。

[0046] また、カセット本体 9 の前板 9 a には、図 1 2 ( a ) に示すように、内面側

両側部 （図 5 に示す凹所 1 4 の両側）に、上下方向の中央部で最も前方側に

向かって窪んだ湾曲面 9 b を形成するのが好ましい。この構成により、カセ

ッ卜本体 9 内に収容されたプリスタ一包装体 4 が、たとえ湾曲 していたとし

ても、湾曲面 9 b によって前板 9 a との当接位置を前方側とすることができ

る。つまり、プリスター包装体 4 が湾曲 している場合であっても、その上縁

の位置をあまり前板 9 a から離れることのないように修正することができる

。 したがって、湾曲 したプリスター包装体 4 であっても、後述する払出部材

3 の押下部 3 0 によりスムーズに押 し下げることが可能となる。

[0047] カセット本体 9 の底面には、図 1 2 ( a ) に示すように、前方部両側 （幅

方向の 2 箇所）にガイ ドプレー ト4 8 を設けるのが好ましい。ガイ ドプレー

卜4 8 は、前記前板 9 a に向かって徐々に上方側に突出する第 1湾曲面 4 9

a を備えている。また、第 1湾曲部 4 9 a から先端部分には凸状に形成され

た第 2 湾曲面 4 9 b (案内面）が設けられている。第 2 湾曲面 4 9 b は、そ

こを摺接するプリスター包装体 4 を取出口 1 3 に導 くと共に、このプリスタ

—包装体 4 が短手方向に湾曲 していれば、真っ直ぐとなるような方向に力を

作用させる。ガイ ドブレ一 卜4 8 は、幅方向 （図 1 2 ( a ) 中、紙面に垂直

な方向）に位置を調整可能になっている。これにより、ガイ ドプレー ト4 8

をプリスター包装体 4 の薬剤を収容する複数のポケッ卜部の間に位置決めす



ることができる。 また、 ガイ ドプレー ト4 8 は、前板 9 a との間にプ リスタ

—包装体 4 のシー ト部 （後述するようにカバ一フイルムを貼着 した平坦な部

分）が 1 枚だけ通過可能な僅かな隙間を設けて取 り付けられている。 これに

より、取出口 1 3 の近傍 に位置するプ リスタ一包装体 4 の下縁部 を確実に支

持でき、 プ リスター包装体 4 が重なって払い出された り、詰 りが発生 した り

することが防止される。 また、前記閉鎖片等も不要 とすることが可能 となる

[0048] カセ ッ ト本体 9 の両側面は、図 4 に示すように、前面か らさらに前方へ と

突出するガイ ド面部 9 c を有する。各ガイ ド面部 9 c には、対向位置に係止

孔 9 d がそれぞれ形成 され、開閉扉 1 0 の凹部 1 0 a に取 り付けた係止突部

(図示せず）がそれぞれ係脱可能 となっている。そ して、開閉扉 1 0 を閉鎖

位置に回動させると、係止孔 9 d に係止突部 （図示せず）が係止 し、開閉扉

0 を閉鎖位置に位置決め可能である。 また、一方のガイ ド面部 9 c にはガ

ィ ド孔 9 e が形成 され、後述する駆動機構 3 7 のガイ ドビン4 6 が係脱可能

となっている。

[0049] カセ ッ ト本体 9 には、図 1 2 ( a ) に示すように、 プ リスター包装体 4 ( P

T P (Press Through Package) シ一 卜）が複数枚積層されて横向きに収容さ

れている。 プ リスター包装体 4 は、詳細については図示 しないが、薬剤 を収

容する複数のポケ ッ 卜部 を備え、 このポケ ッ 卜部 を塞 ぐようにカバ一フィル

厶を貼着 した構成である。 プ リスター包装体 4 の積層方向は、 カバ一フィル

厶側が力セ ッ 卜本体 9 の前方側 に向かう方向と している。

[0050] 開閉扉 1 0 は、図 6 に示すように、 カセ ッ 卜本体 9 の前面下端 に、支軸 1 0

a を中心 と して回動可能に取 り付けられている。開閉扉 1 0 は、支軸 1 O a

に回動可能に取 り付けた軸受部 1 5 と、 この軸受部 1 5 か ら延びる前面部 1

6 と、 この前面部 1 6 の前端縁か ら直角方向に突出するガイ ド受部 1 7 とか

らなる。

[0051 ] 軸受部 1 5 は、 その一端側 に、後述する払出部材 3 の回動 ピン4 3 が係脱す

る操作孔 1 5 a が形成 された端面 1 5 b が一体化されている。前面部 1 6 は



平板状で、その一方の側縁中央部には切欠部 1 8 が形成されている。この切

欠部 1 8 を利用 して、後述する把持部材 2 4 によりプリスター包装体 4 の端

数を把持することが可能となっている。ガイ ド受部 1 7 は、プリスター包装

体 4 の端数 （残余）の側縁部 （下縁部）が当接 して位置決めされる基準面 1

7 a を有する。ガイ ド受部 1 7 の U字形に折り曲げられた先端縁は断面円形

に形成され、その両端部には凹部 1 0 a がそれぞれ形成され、そこには、開

閉扉 1 0 を閉鎖位置に位置させた際に、前記ガイ ド面 9 a の係止孔 9 b に係

止される係止突部 （図示せず）が設けられている。

[0052] 開閉扉 1 0 は、操作孔 1 5 a に払出部材 3 の回動ピン4 3 を係合させてカセ

ッ卜本体 9 の前端側に回動 した通常払出位置 （図 3 ) と、この閉鎖位置から

1 8 0 度回動 した端数払出位置 （図4 ) とに位置決め可能となっている。開

閉扉 1 0 が端数払出位置に回動 した際、基準面 1 7 a にプリスター包装体 4

の下縁を当接させることにより、基準面 1 7 a に対 してプリスター包装体 4

が位置決めされるようにしている。

[0053] 支軸 1 0 a には保持片 1 9 が回動可能に取り付けられている。 保持片 1 9

は、支軸 1 0 a に取り付けたコイルスプリング （図示せず）によって前面部

6 側 （図 6 中、矢印 a 方向で示す。）に付勢されている。これにより、前

面部 1 6 と保持片 1 9 の間に、プリスター包装体 4 を挟み込んで保持するこ

とが可能となっている。保持片 1 9 には、一端側下端部に磁性材料からなる

被吸引部 2 0 が一体化されている。そして、被吸引部 2 0 が後述する磁石 5

2 (図 7 参照）によって吸引されると、保持片 1 9 が前面部 1 6 に対 してほ

ぼ平行となるように、図 6 中、矢印 b 方向に回動 し、プリスター包装体 4 の

保持状態が解除されるようになっている。このとき、プリスタ一包装体 4 が

その下縁部を基準面 1 7 a に当接させることにより上下方向に位置決めされ

る。

[0054] また、前記カセットの前面には、図示 しないが、磁性部及び発光部が設けら

れている。この磁性部は、カセット装着部 8 からカセット2 を引き出す際、

後述する支持板 2 1側に設けた電磁石部 （図示せず）に吸引される。発光部



には、装置本体 1側に設けた L E D (図示せず）からの光が照射されるよう

になっている。 L E D により発光部を照射するのは、例えば、薬品の欠品や

異常を報知する場合である。これによれば、カセット2 側には電気部品や配

線を不要とすることができ、構成を簡略化 して安価に製作することが可能と

なる。

[0055] ( 1 - 3 . 払出部材 3 ) 払出部材 3 は、図 8 から図 1 0 に示すように、支

持板 2 1 に、第 1払出部材 2 2 、第 2 払出部材 2 3 、把持部材 2 4 、切断部

材 2 5 、及び、回収部材 2 6 を設けたものである。支持板 2 1 は、図 2 に示

すように、装置本体 1 の前面左右に配置 した垂直レール 2 7 に対 して昇降可

能な水平 レール 2 8 に往復移動可能に設けられている。

[0056] 第 1払出部材 2 2 は、図 1 0 に示すように、モータ2 2 a の回転軸に設けた

ギア2 2 b にラック2 9 を嚙合させ、モータ3 9 を正逆回転駆動することに

より、ラック2 9 に腕部 3 を介 して一体化 した押下部 3 0 を昇降させるよ

うにしたものである。

[0057] 押下部 3 0 は、ラック2 9 から水平方向に延びる腕部 3 の先端に上端部

をネジ止めされて下方に向かって延びている。押下部 3 0 は、図 1 1 及び図

1 2 に示すように、前面板 3 2 の背面に背面部 3 3 が一体化されている。前

面板 3 と背面部 3 3 との間には隙間が形成され、その両側上方部には弾性

片3 4 がそれぞれ固定されている。背面部 3 3 は、両側部の下端位置が前面

板 3 2 の下端位置よりも上方に位置 し、そこには弾性片3 4 の下端部が露出

している。弾性片3 4 は、固定位置から下方に向かうに従って徐々に背面部

3 3 側へと傾斜する直線部 3 4 a と、背面部 3 3 から下方側に露出した部分

で前面板 3 2 側へと湾曲する湾曲部 3 4 b とで構成されている。湾曲部 3 4

b からは係止片3 5 が突出している。係止片3 5 は、弾性片3 4 の一部を切

り起こすことにより形成 してもよいし、別途小片を接着等で一体化すること

により形成 してもよい。そして、湾曲部 3 4 b と係止片3 5 とでガイ ド部 3

6 が構成されている。ガイ ド部 3 6 は、後述するように、プリスター包装体

4 の湾曲状態の如何に拘わらず、確実にその上端縁部をガイ ドし、押 し下げ



る ことがで きるよ うにす るため の ものであ る。特 に、 プ リス ター包装 体 4 の

側縁部 が弾性 片 3 4 側 に湾 曲す るよ うに変形 して い る場合 には、 プ リ ス タ ー

包装 体 4 が弾性 片 3 4 に付勢 され て変形 を抑制 す るよ うに して押 下 す る こと

がで きる。 また、 湾 曲部 3 4 b か らの係 止 片 3 5 の突 出寸法 は、 プ リス ター

包装 体 4 の シ一 卜部 の厚 み分 とほぼ同 じとす るのが好 ま しい。 これ によ り、

前 述 の よ うに押 し下 げよ うとす る プ リス タ一包装 体 4 が湾 曲 し、 隣接 す る次

の プ リス ター包装 体 4 に接 近 す る ことにな つた と して も、係 止 片 3 5 が この

プ リス ター包装 体 4 と干渉 す る ことがな い。 この よ うに、前 記押 下部 3 0 の

構成 によれ ば、 プ リス ター包装 体 4 の押 下動作 をスムー ズ に行 わせ る ことが

可能 とな る。

な お、前 記弾性 片 3 4 は 2 つ設 けるよ うに したが 1 つで構成 す る ことも可

能 であ る。

[0058] 第 2 払 出部 材 2 3 は、 図 8 に示 す よ うに、 電磁 石部 （図示 せ ず）及び駆 動

機 構 3 7 を備 え る。

[0059] 電磁 石部 は、 通 電 によ り励磁 し、前 進位 置 で、 カセ ッ ト2 の磁 性部 を吸引 し

、後 退 す る ことによ りカセ ッ 卜装着部 8 か らカセ ッ 卜2 を薬 品取 出位 置 に引

き出すため の ものであ る。

[0060] 駆 動機 構 3 7 は、 断面 略 L 字形 の取付 プ レ一 卜3 8 に設 けた モー タ 3 9 の駆

動 力 をギ アを介 して回動 ピン 4 3 に伝 達 す るよ うに構成 され、 カセ ッ 卜2 の

サ イズ に応 じて幅方 向 にス ライ ド移 動可能 とな って い る。 ここで は、 サ イズ

の異 な る 3 種類 の カセ ッ 卜2 に対応 して 3 箇 所 の ガイ ド位 置 と、 1箇 所 の退

避位 置 とに位 置決 め す る ことがで きるよ うにな つて い る。

[0061 ] 駆 動機 構 3 7 の詳細 は次 の通 りであ る。 すなわ ち、 モー タ 3 9 の回転軸 に

は駆 動 ギ ア 4 0 が設 け られ、 この駆 動 ギ ア 4 0 には中間 ギ ア 4 が嚙合 し、

この 中間 ギ ア 4 には従 動 ギ ア 4 2 が嚙合 して い る。従 動 ギ ア 4 2 の端 面 に

は回動 ピン 4 3 を有 す る従 動 プ レー 卜4 4 が一体化 され て い る。 回動 ピン 4

3 は、 その先端部 分 を開閉扉 1 0 の軸 受部 1 5 に形成 した操 作孔 1 5 a に係

脱 可能 とな って い る。 また、 取付 プ レー ト3 8 には、 カセ ッ ト本体 9 の ガイ



ド孔 9 e に位置決めされるガイ ドビン4 6 が一体化されている。ガイ ドビン

4 6 の先端は円錐状に形成され、ガイ ド孔 9 e への侵入を容易としている。

ガイ ドビン4 6 をガイ ド孔 9 e に位置させ、回動ピン4 3 を操作孔 4 5 内に

位置させた状態で、モータ3 9 を正逆回転駆動すると、ギアを介 して従動プ

レー ト4 4 すなわち回動ピン4 3 が回動する。これにより、開閉扉 1 0 はガ

ィ ドビン4 6 によって位置決めされた状態で、支軸 1 0 a を中心として、通

常払出位置及び端数払出位置にそれぞれ回動する。なお、モータ3 9 から従

動プレー ト4 4 に至るまでの動力伝達経路のいずれかに （例えば、従動ギア

4 2 の回転軸に） トルクリミッタ一等を設けるようにするのが好ましい。こ

れにより、駆動機構 3 7 により開閉扉 1 0 を閉鎖位置に回動させる際、カセ

ッ卜本体 9 側に必要以上の負荷が作用せず、損傷することを防止することが

できる。

[0062] 把持部材 2 4 は、図 7 及び図 1 0 に示すように、一対の把持片4 7 を備える

。把持片4 7 は、支持板 2 1 の前方部に水平方向に往復移動可能に設けられ

ている。そして、モータ2 4 a の駆動力が、その回転軸に設けたピニオン （

図示せず）を介 して、各把持片4 7 から延びる腕部 4 7 a (—方は図示せず

) の対向面に形成 したラック （図示せず）に伝達されることにより開閉する

。また、各把持片4 7 の一端部 （自由端部）はクランク状に屈曲 して、互い

に対向する把持部 5 0 を構成 している。把持部 5 0 には貫通孔がそれぞれ形

成され、一方の把持片4 7 に設けた光センサ 5 により前記貫通孔を介 して

プリスター包装体 4 が挟持されているか否かを検出できるようになつている

。また、一方の把持片4 7 には磁石 5 2 ( ここでは、ネオジゥ厶磁石を使用

) が設けられている。この磁石 5 2 は、開閉扉 1 0 の保持片 1 9 に設けた被

吸引部 2 0 を吸引 し、この保持片 1 9 を回動させて前面部 1 6 から離間させ

るためのものである。

[0063] 切断部材 2 5 は、図 9 に示すように、支持台 5 3 に、隙間 5 4 を挟んで接離

可能な一対の切断刃 5 5 (図 1 4 参照）を取り付けたものである。支持台 5

3 は、一端面を位置調整部材である扇状の回動プレー 卜5 6 に固定されてい



る。回動プレー ト5 6 は、外周縁にギアが形成されている。ギアには、モ一

タ 5 6 a の回転軸に設けたギアが嚙合 している。そして、モータ 5 6 a を駆

動することにより、ギアを介 して回動プレー ト5 6 が正逆回転する。これに

より、切断刃 5 5 が回動プレ一 卜5 6 と共に回動 し、把持部材 2 4 によって

把持されたプリスター包装体 4 に対する切断位置を変更する。ここでは、切

断部材 2 5 を水平位置 （図 9 ) と垂直位置の 2 箇所に位置決め して使用 して

いる。また、切断部材 2 5 は図示 しない昇降機構を備えており、切断刃 5 5

による切断位置を調整することができるようになつている。これにより、複

数列あるプリスター包装体 4 を最小 1錠単位の端数で切断することが可能で

ある。なお、支持台 5 3 の隙間に揷入されたプリスター包装体 4 の位置ずれ

を防止するための押え部材 （図示せず）を設け、切断時の衝撃によるプリス

ター包装体 4 の位置ずれ （飛び跳ね等）を防止するのが好ましい。

[0064] 回収部材 2 6 は、図 9 に示すように、案内通路 5 7 と回収容器 5 8 とを備え

る。案内通路 5 7 は、直線部 5 7 a と傾斜部 5 7 b とから構成され、直線部

5 a にはカセッ卜2 の取出口 1 3 から落下するプリスター包装体 4 が通過

し、傾斜部 5 2 b には切断部材 2 5 によって切断された端数のプリスター包

装体 4 が通過 して直線部 5 2 a に合流する。回収容器 5 8 は 3 つの貯留部 （

図示せず）を有 し、案内通路 5 7 を介 して供給されたプリスター包装体 4 を

、搬送装置 7 によって搬送される図示 しない 卜レイ内の仕切 られた各区画内

へと移送する。

[0065] ( 2 . 動作） 次に、前記構成からなる薬剤払出装置の動作について、図 1

6 及び図 1 7 のフローチヤ一 卜に従って説明する。

[0066] 図示 しないホス トコンピュータ等から処方データが入力されれば （ステップ

S 1 ) 、入力された処方データに基づいて、払出部材 3 を該当する薬剤のプ

リスター包装体 4 が収容されたカセッ卜2 へと移動させる （ステップS 2 )

。そして、プリスター包装体 4 を 1 シ一 卜全体で払い出すのか否かを判断す

る （ステップS 3 ) 。この判断は、処方データに含まれる薬剤の数量が、プ

リスター包装体 4 の 1 シ一 卜当たりの薬剤の数量よりも多いか否かで判断す



ればよい。 また この とき、 プ リスター包装体 4 を何枚払い出すのかを演算 し

てお く。 この演算は、前者の数量が後者の数量の何倍 になるのかで判断すれ

ばよい。 プ リスタ一包装体 4 を複数枚払い出す場合、端数 と して余 った数 を

、後述するステ ップ S 0 以降の処理で払い出す。

[0067] プ リスター包装体 4 を 1 シ一 卜全体で払い出す場合 （ステ ップ S 3 ：Y E S

) 、支持板 2 を移動 させ、電磁石部 を励磁 する。 これによ り、 カセ ッ 卜2

の磁性部が吸引されるので、支持板 2 1 を後退 させ、 カセ ッ ト2 を薬品払出

位置 に位置決めする （ステ ップ S 4 ) 。 この状態で、図 1 2 ( a ) に示すよ

うに、払出部材 3 の押下部 3 0 によ り先頭 に位置するプ リスタ一包装体 4 を

押 し下げ可能な状態 となる。 そこで、 モータ 2 2 a を駆動 してギア 2 2 b 及

びラック 2 9 を介 して押下部 3 0 を下方 に移動 させると （ステ ップ S 5 ) 、

図 1 2 ( b ) に示すように、押下部 3 0 の弾性 片 3 4 の湾曲部 3 4 b がプ リ

スタ一包装体 4 の上縁部 に当接する。 そ して、弾性 片 3 4 の直線部 3 4 a が

押下部 3 0 の背面部 3 3 に当接 して背面側への撓みが制限されることによ り

、 プ リスター包装体 4 の押 し下げ動作 を確実なもの とすることがで きる。 さ

らに、押下部 3 0 を下方 に移動 させると、図 1 2 ( c ) に示すように、弾性

片 3 4 が弾性変形 し、 プ リスター包装体 4 の上縁部がガイ ド部 3 6 によって

ガイ ドされる。 これによ り、先頭 に位置するプ リスタ一包装体 4 のみが取出

口 1 3 を介 してカセ ッ ト2 か らスムーズに排 出される。 また、先頭 に位置す

るプ リスター包装体 4 が取出口 1 3 か ら排 出された場合、定加重パネによつ

て付勢 された次のプ リスタ一包装体 4 は背面部 3 3 に当接 し、弾性 片 3 4 に

干渉することがない。 したが って、押下部 3 0 をスムーズに上方へ と移動 さ

せれば、 スムーズに図 1 2 ( a ) に示す初期状態 に復帰させることがで きる

[0068] ところで、 プ リスター包装体 4 は、複数枚が輪 ゴム等で束ね られた状態で納

品されることが多い。 このため、 プ リスター包装体 4 は、 カセ ッ ト本体 9 内

にセ ッ トした状態で、垂直面 に対 して短手方向に湾曲することがある。押下

部 3 0 は、前述のように、弾性 片 3 4 の下端部 にガイ ド部 3 6 が形成 されて



いる。 したがって、押 し下げようとするプ リスター包装体 4 が、たとえ図 1

3 ( a ) に示すように湾曲 していたと しても、押圧部 3 0 を下方に移動させ

て行 くと、図 1 3 ( b ) か ら （c ) に示すように、 ガイ ド部 3 6 によって先

頭のプ リスター包装体 4 の上縁部 を必ずガイ ドすることができる。 しかも、

弾性片 3 4 の持つ弾性力によって、 プ リスタ一包装体 4 は湾曲形状 を矯正さ

れる方向に付勢される。 したがって、湾曲 したプ リスター包装体 4 であって

も、 カセ ッ ト2 か ら取出口 1 3 を介 してスムーズに排出することができる。

排出されたプ リスター包装体 4 は、案内通路 5 7 を介 して回収容器 5 8 へ と

回収 される。押下部 3 0 は次のプ リスター包装体 4 を押 し下げるために、一

旦上昇させる （ステ ップS 6 ) 。

[0069] そ して、 1 シ一 卜全体で払い出すプ リスター包装体 4 の枚数が、処方データ

に基づいて算出 した所定枚数 になったか否かを判断する （ステ ップS 7 ) 。

所定枚数 になっていなければ、ステ ップS 5 に戻 って押下部 3 0 を降下さ

せる押下動作 （ステ ップS 5 ) と、上昇させる復帰動作 （ステ ップS 6 ) を

繰 り返す。 所定枚数 になっていれば、 プ リスター包装体 4 の払出が終 了 し

たと判断 し、電磁石部 を前進させてカセ ッ 卜2 をカセ ッ 卜装着部 8 内に収容

する （ステ ップS 8 ) 。 そ して、回収容器 5 8 (払出部材 3 ) を図示 しない

卜レイへ と移動させる （ステ ップS 9 ) 。

[0070] プ リスター包装体 4 を端数で払い出す場合 （ステ ップS 3 ：N O ) 、回動 ピ

ン4 3 により開閉扉 1 0 を 1 8 0 度回動させて端数払出位置に位置決めする

(ステ ップS 0 ) 。 そ して、開閉扉 1 0 に端数のプ リスター包装体 4 が保

持されているか否か （端数保持 ？）を判断する （ステ ップS 1 1 ) 。

[0071 ] 開閉扉 1 0 に端数のプ リスター包装体 4 が保持されていなければ （ステ ップ

S ：Y E S ) 、前記同様 に して押下部 3 0 により先頭に位置するプ リス

タ一包装体 4 を押 し下げ、取出口 1 3 を介 して排出する （ステ ップS 1 )

。排 出されたプ リスター包装体 4 は、 コイルスプ リングによって前面板 3 2

側 に付勢された保持片 1 9 によって、前面板 3 2 と保持片 1 9 との間に挟持

される。



[0072] 開閉扉 1 0 に端数のプリスター包装体 4 が保持されていれば、その薬剤の数

量 N が処方データで払出を希望する数量 N 2 以上であるか否かを判断する

(ステップS 1 3 ) 。 N 1 N 2 であれば、後述するステップS 6 S 3

0 を実行する。 N 1 < N 2 であれば、把持部材 2 4 で端数のプリスター包装

体 4 を把持 して回収容器 5 8 へと払い出した後 （ステップS 1 4 ) 、残りの

端数分を算出し （ステップS 1 5 ) 、この残りの端数分について、後述する

ステップS 6 S 3 0 を実行する。

[0073] 端数分の払出では、開閉扉 1 0 に把持部材 2 4 を接近させる （ステップS

1 6 ) 。そして、把持片4 7 を離間させ、プリスター包装体 4 を把持可能な

位置まで移動させると、把持部材 2 4 の近傍に設けた磁石 5 2 が保持片 1 9

に設けた被吸引部 2 0 を吸引 し、図 7 に示すように、保持片 1 9 が前面部 1

6 から離間する方向に回動する。プリスター包装体 4 は、保持片 1 9 による

保持を失って、その下端縁をガイ ド受部 1 7 に当接させるまで落下する。こ

れにより、プリスター包装体 4 を、開閉扉 1 0 のガイ ド受部 1 7 の基準面 1

7 a に対 し、鉛直方向には常に同 じ位置に位置決めすることができる。つま

り、把持部材 2 4 によりプリスタ一包装体 4 を把持する直前に、必ずこのプ

リスター包装体 4 の位置決めを行うことができる。但 し、磁石 5 2 による保

持片 1 9 の回動は、切断部材 2 5 による切断後に行う等、その時期は特に限

定されない。なお、プリスター包装体 4 は、押下部 3 0 によってカセット2

の取出口 1 3 を介 して鉛直下方に排出されるので、水平方向には殆ど位置ず

れすることはない。

[0074] そこで、把持部材 2 4 を駆動 し、ガイ ド受部 1 7 に形成された切欠部 1 8

を介 して、把持片4 7 によりプリスタ一包装体 4 の耳の部分を把持する （ス

テツプS 1 7 ) 。このとき、光センサ 5 1 での検出信号に基づいて、プリス

タ一包装体 4 の耳の部分を検出し、把持片4 7 によりプリスター包装体 4 を

確実に把持されていることを確認する。そして、把持部材 2 4 を水平移動さ

せて切断部材 2 5 の切断位置へと位置させる （ステップS 1 8 ) 。切断部材

2 5 では、プリスター包装体 4 の端数に応 じて回動位置を変更する。



[0075] プリスター包装体 4 のポケット部が偶数列 （2 列あるいは4 列）である場合

、端数が偶数であるか否かを判断する （ステップS 9 ) 。 端数が偶数で

あれば （ステップS 1 9 ：Y E S ) 、切断部材 2 5 を 9 0 度回動 した垂直位

置とし （ステップS 2 0 ) 、把持部材 2 4 の位置を調整することにより切 り

離される部分が所望数量となるように位置決めする （ステップS 2 1 ) 。こ

れにより、切断部材 2 5 でプリスター包装体 4 を横方向に切断すると （ステ

ップS 2 2 ) 、希望する端数分だけ案内通路 5 7 を介 して回収容器 5 8 へと

回収される。

[0076] 端数が奇数であれば （ステップS 1 5 ：N O ) 、前述のようにしてプリスタ

—包装体 4 を横方向に切断 した後 （ステップS 2 3 ~ S 2 5 ) 、残余のプリ

スター包装体 4 から残る 1 つ分を切断する。この場合、残余のプリスター包

装体 4 を幅方向に縁から半分だけ横方向に切断 した後 （ステップS 2 6 ) 、

回動プレー ト5 6 を 9 0 度回転させて水平位置とし （ステップS 2 7 ) 、さ

らに半分だけを縦方向に切断するようにすればよい （ステップS 2 8 ) 。

[0077] また、このように、プリスター包装体 4 を横方向と縦方向とで半分ずつ切断

する場合、切断箇所の境界部分でうまく分離できないことも想定される。そ

こで、図 1 4 ( a ) に示す横方向の切断後に、一旦、図 1 4 ( b ) に示すよ

うに、切断刃 5 5 を所定寸法開放する （ステップS 2 9 ) 。このときの開放

寸法は、切断刃 5 5 同士の間隔がプリスター包装体 4 のシ一 卜部の厚みより

も広 く、ポケット部を含めた全体の厚みを超えないものとする。そして、図

1 4 ( c ) から （d ) に示すように、把持部材 2 4 を水平方向に移動させる

と （ステップS 3 0 ) 、切断箇所の境界部分でうまく分離できていない場合

であっても強制的に切 り離すことが可能となる。なお、図 1 4 では、 2 薬剤

分を切断する場合の説明図となっているが、 1薬剤分であっても同様である

[0078] なお、プリスター包装体 4 のポケット部が奇数列 （3 列）である場合、端数

が偶数の場合と奇数の場合とで、前述とは逆の処理を行うようにすればよい



[0079] このように して端数 を切断された残 りのプ リスター包装体 4 は、把持部材 2

4 を移動 させて開閉扉 1 0 のガイ ド受部 1 7 へ と搬送する （ステ ップ S 3

) 。 そ して、把持部材 2 4 による把持状態 を解除することによ り、残余のプ

リスター包装体 4 をガイ ド受部 1 7 に設 けた保持片 1 9 で挟持 してお く （ス

テ ツプ S 3 2 ) 。 この場合、前記同様、磁石 5 2 の働 きによ り開閉扉 1 0 の

保持片 1 9 が前面部 1 6 か ら離間 し、隙間が形成 される。 したが って、把持

部材 2 4 を移動 させるだけで、 プ リスター包装体 4 をスムーズに前面部 1 6

と保持片 1 9 の間に位置 させることがで きる。 このため、把持部材 2 4 によ

る把持状態 を解除 し、 この把持部材 2 4 を移動 させれば、保持片 1 9 がコィ

ルスプ リングの付勢力によって回動 し、前面部 1 6 との間にプ リスター包装

体 4 を挟持することがで きる。 また、 プ リスター包装体 4 が挟持 されれば、

保持片 1 9 による支持位置 を座標データと して残余の数量 （ボケ ッ 卜部の数

) と共 に記憶 しておき、次回の払出の際、 このデータに基づいて把持部材 2

4 を移動 させ、残余のプ リスター包装体 4 を払い出すようにすればよい。 そ

して、 ガイ ド受部 1 7 に保持 している残余のプ リスター包装体 4 がな くなれ

ば、前記同様 に して、新たなプ リスター包装体 4 をカセ ッ ト2 か らガイ ド受

部 1 7 へ と排 出 し、切断するようにすればよい。

[0080] なお、押下部 3 0 による押 出方向は、鉛直下方 に限 らず、水平方向であ って

もよい。 また、 プ リスター包装体 4 の押 出方向は、短手方向に限 らず、長手

方向であ っても構わない。長手方向に押 し出す場合、下方側 にプ リスター包

装体 4 の耳の部分 （ポケ ッ ト部側 と切 り離 し可能な平板状の部分）を位置 さ

せるようにすればよい。 プ リスター包装体 4 を長手方向に押 し出す場合、 プ

リスター包装体 4 の収容方向を 9 0 度回転 させて、 その長手方向を鉛直方向

に向かわせることによ り、押下部 3 0 によ りプ リスター包装体 4 の短辺側 を

押 し下げるようにすればよい し、押下部 3 0 を 9 0 度回転 させ、 プ リスター

包装体 4 を水平方向に押 し出すように してもよい。 これによれば、 プ リスタ

—包装体 4 の長辺の両端部 を押す場合のようにバ ランスが崩れることがな く

、 プ リスター包装体 4 をスムーズに排 出することがで きる。



[0081 ] また、 プ リスター包装体 4 か ら端数分を切断する場合、偶数分であれば横方

向に切断 し、奇数分であれば、偶数分を横方向に切断 した後、残る 1 薬剤分

を切断するように したが、その切断方法はこれに限 られるものではない。例

えば、 2 列のプ リスター包装体 4 か ら2 薬剤 を切断する場合、図 1 4 に示す

ように、一方の列か ら2 薬剤分を切断するようにすることも可能である。

[0082] また、図 1 8 に示すように、 2 枚のプ リスター包装体 4 を同時に払出可能な

構成 と してもよい。 この場合、 プ リスタ一包装体 4 の錠剤収容部の突出側同

士を互いに当接 させるようにするのが好ま しい。特 に、 プ リスター包装体 4

間で、突出部分 （ポケ ッ ト部）同士の位置をず らせて抱 き合わせるようにす

れば、 2 枚のプ リスター包装体 4 を一体的に移送 しやす くなる。通常、製薬

メーカ一か ら納品される場合には、 プ リスタ一包装体 4 はこのような 2 枚抱

き合わせの状態で箱に収容されている。 このため、 プ リスター包装体 4 を納

品された箱か ら取 り出 してそのままの形態でセ ッ 卜することができる。

[0083] プ リスター包装体 4 をこのような形態でセ ッ トする場合、押下部 3 0 は、底

面によって 2 枚のプ リスター包装体 4 を押 し下げ可能な構成 とするだけでよ

し、。図 1 8 では、押下部 3 0 を平板状 とすることにより、その底面で、位置

をず らせて重な りあったポケ ッ ト部 を押 し下げるように している。 また、 力

セ ッ ト2 の取出口 1 3 の間隔を 2 枚のプ リスタ一包装体 4 が通過可能な値 と

する。 これにより、図 1 8 ( a ) に示す状態か ら押下部 3 0 を下動させると

、その底面で 2 枚のプ リスター包装体 4 が押 し下げられ、図 1 8 ( b ) に示

すように、取出口 1 3 か ら排出される。そ して、図 1 8 ( c ) に示すように

、 2 枚のプ リスター包装体 4 が取出口 1 3 か ら完全に排出された状態では、

カセ ッ 卜2 内で前方側へ と付勢されたプ リスタ一包装体 4 のうち、先頭に位

置する次のプ リスター包装体 4 が押下部 3 0 の内面に当接する。 したがって

、押下部 3 0 の内面には、突起や突条を設けてプ リスター包装体 4 との接触

面積 を小さ くすることにより、押下部 3 0 と共にプ リスター包装体 4 が一緒

に上動 しに くい構成 とするのが好ま しい。 また、 カセ ッ ト2 の上面には、次

のプ リスター包装体 4 の上動を阻止する天井部 を形成 してお くのが好ま しい



[0084] 図 1 8 に示すように、押下部 3 0 でプリスター包装体 4 を払い出すようにし

たタイプのカセット2 を使用する場合、端数分のみ （1枚のみを含む）を図

4 等に示す前述のタイプのカセッ卜2 から払い出すようにすればよい。すな

わち、これら2 種類のカセッ卜2 に同種のプリスター包装体 4 をそれぞれ収

容 しておき、図 1 8 に示すタイプのカセット2 から2 枚ずつ高速で払い出し

、端数分のみ （1枚のみを含む）を図4 等に示すカセット2 から払い出すよ

うにすればよい。これにより、作業効率を大幅に向上させることが可能とな

る。

[0085] さらに、前記実施形態では、作動部として把持部材 2 4 に設けた磁石 5 2 の

吸引力により非接触で保持片 1 9 を回動させるようにしたが、磁石 5 2 に代

えて係止片等を保持片 1 9 に当接させて直接回動させる構成とすることも可

能である。また、保持部として板状の保持片 1 9 を使用 したが、プリスター

包装体 4 を保持できるのであれば、その形態は自由である。

[0086] ( 3 . 他の実施形態） 本発明は、前記実施形態に記載された構成に限定さ

れるものではなく、特許請求の範囲に記載された技術的事項の範囲内に於い

て、種々の変更が可能である。

[0087] ( 3 - . 第 2 の実施形態） 前記実施形態では、回動プレー ト5 6 を回動

させることにより把持部材 2 4 に把持 したプリスタ一包装体 4 に対する切断

部材 2 5 の位置を変更するようにしたが、把持部材 2 4 を回動させたり、切

断部材 2 5 と把持部材 2 4 の双方を回動させたりすることにより、切断部材

5 に対する把持部材 2 4 に把持 したプリスタ一包装体 4 の位置を変更する

ようにしてもよい。

[0088] ( 3 - 2 . 第 3 の実施形態） 押下部 3 0 は、次のような構成とすることも

可能である。

[0089] すなわち、弾性片3 4 に代えて、板材と、この板材を付勢する付勢部材とを

備えた構成とするようにしてもよい。板材としては、樹脂製であるのが好ま

しいが、金属製等であっても構わない。また、付勢部材には、ウレタンゴム



、 コイルスプ リング等、種 々のものを使用することができる。板材 と付勢部

材で構成することにより、板パネを使用する場合に比べて耐久性 を向上させ

ることが可能 となる。

[0090] ( 3 - 3 . 第 4 の実施形態） また、払出部材 3 は、板パネで形成 した保持

片 1 9 に代えて、 口一ラ部材で構成するように してもよい。例えば、図 1 9

に示すように、 口一ラ部材 6 0 と して回転軸の周囲にゴム製のローラを一体

化 し、回転駆動可能 と したものが使用できる。 また、 カセ ッ ト本体 9 の前板

9 a に上下方向に切欠 6 (あるいは開口部）を形成 し、 この切欠 6 を介

して先頭に位置するプ リスタ一包装体 4 に口一ラ部材 6 0 を押 し付ける。そ

して、 口一ラ部材 6 0 を回転駆動することにより、 このプ リスター包装体 4

を取出口 1 3 を介 して下方に排出する。

[0091 ] ( 3 - 4 . 第 5 の実施形態） 端数のプ リスター包装体 4 を、開閉扉 1 0 を

8 0 度回動させた状態で、そのガイ ド受部 1 7 に保持するように したが、

開閉扉 1 0 を回動させることな く、端数のプ リスター包装体 4 を収容可能な

収容部 を形成するだけと してもよい。収容部へのプ リスタ一包装体 4 の移送

は、把持部材 2 4 により行 うようにすればよい。

[0092] ( 3 — 5 . 第 6 の実施形態） カセ ッ ト2 や押下部 3 0 は図 2 0 か ら図 2 8

に示す構成 と してもよい。

[0093] カセ ッ ト2 は、図 2 0 及び図 2 1 に示すように、前記第 1 実施形態 と同様 に

、 カセ ッ ト本体 6 1 と開閉扉 6 2 とで構成 されている。

[0094] カセ ッ 卜本体 6 は、図 2 2 に示すように、前板 6 a の上端両側部か ら力

セ ッ 卜本体 6 内に向かって突出する一対の押え片 （第 1 押え片 6 3 及び第

2 押え片 6 4 ) と、各押え片 6 3 、 6 4 の内側 にそれぞれ配置されるガイ ド

部 6 5 a 、 6 5 b と、 を備える。第 1 押え片 6 3 は、基部側の切欠 き部分に

—方のガイ ド部 6 5 a が配置されている。 また、第 1 押え片 6 3 は、 カセ ッ

卜本体 6 内に向かって水平方向に突出する第 1 水平部 6 3 a と、第 1 水平

部 6 3 a か ら斜め下方に向かうその先端部分で水平方向に延びる第 2 水平部

6 3 b と、第 2 水平部 6 3 b か ら斜め上方に向かい、その後水平方向に延び



る案内部 6 3 c とで構成されている。第 2 押え片 6 4 は、前記第 1押え片 6

3 と同様な第 1水平部 6 4 a と第 2 水平部 6 4 b とを備え、案内部 6 4 c は

斜め上方に延びる傾斜部分のみで構成されている。ガイ ド部 6 5 a 、 6 5 b

は、背面を前板 6 1 a に固定され、前面には前記第 1実施形態と同様な湾曲

面 6 5 c (図 2 4 参照）を有 し、湾曲 したプリスター包装体 4 をガイ ドする

[0095] カセット本体 6 1 内には、図 2 2 、詳 しくは図 2 3 に示すように、前後方向

に移動可能に押出部材 6 6 が配置されている。押出部材 6 6 は、前記第 1実

施形態とほぼ同様な構成であるが、次の点で相違 している。

[0096] すなわち、押出部材 6 6 は、プリスター包装体 4 を押す前方側に、カセッ

卜本体 6 の幅方向に延びる押出板 6 7 を備え、その両端部には摩擦係数の

大きな材料 （例えば、ウレタンゴム等）からなる押出パッド6 8 が取り付け

られている。押出パッド6 8 はプリスタ一包装体 4 に圧接 し、その位置ずれ

を防止する。特に、カセッ卜本体 6 内のプリスター包装体 4 の残量が 2 枚

となったときに、先頭の 1枚目を払い出す際、 2 枚目が一緒に払い出される

ことを有効に阻止する。

[0097] カセッ卜本体 6 の底面側には、図 2 4 に示すように、幅方向に延びる支

持プレー ト6 9 が配置され、そこには所定間隔で、一対のガイ ドブレ一 卜7

0 が取り付けられている。支持プレー ト6 9 には長穴 6 9 a が形成され、各

ガイ ドブレ一 卜7 0 の取付位置をカセッ卜本体 6 の幅方向に調整できるよ

うになつている。これにより、薬剤によって相違するプリスター包装体 4 の

幅寸法に応 じて各ガイ ドブレ一 卜7 0 の位置を調整 し、プリスター包装体 4

をガイ ドプレー ト7 0 の間にガイ ドすることが可能となる （詳 しくは、プリ

スター包装体 4 のシ一 卜部がガイ ドブレ一 卜7 0 によってガイ ドされる。）

。各ガイ ドブレ一 卜7 0 は、支持プレー ト6 9 に位置決めされる取付台 7

と、そこから延びるガイ ド片 7 2 とで構成されている。ガイ ド片 7 2 は、先

端に向かうに従って徐々に上方側へと湾曲する第 1湾曲部 7 3 と、その先端

部分に形成される、斜め下方に向かってにカツ卜された傾斜部 7 4 と、傾斜



部 7 4 から下方側に延びる第 2 湾曲部 7 5 とで構成されている。第 2 湾曲部

7 5 は、下端に向かうに従って徐々に前方 （前板 6 1 a 側）へと突出し、最

も接近 した位置では、前板 6 1 a との隙間が、プリスター包装体 4 のシ一 卜

部のみが通過可能な寸法となっている。これにより、カセット本体 6 1 から

先頭の 1枚目のプリスター包装体 4 を払い出す際、 2 枚目のプリスター包装

体 4 が一緒に払い出されて しまうことを防止することが可能となっている。

[0098] さらに、カセット本体 6 1 の前面には、図 2 1 及び図 2 6 に示すように、突

条部材 7 6 が設けられている。突条部材 7 6 は、筒状で、突出面が横断面円

弧状の湾曲面となっている。突条部材 7 6 は、合成ゴム等の弾性材料で形成

されており、プリスター包装体 4 に圧接可能となっている。そして、カセッ

卜本体 6 の前面側に開閉扉 6 2 を閉鎖 した状態では、プリスタ一包装体 4

の下端側が後述する保持片 8 2 によって保持され、上端側が突条部材 7 6 に

よって保持されることになる。 したがって、開閉扉 6 2 には切欠部 8 0 が形

成されているにも拘わらず、プリスタ一包装体 4 を確実に保持可能となって

いる。特に、切欠部 8 0 を介 して指が挿入されることによって保持片 8 2 が

開放 したとしても、プリスタ一包装体 4 を保持 した状態に維持することが可

能である。

[0099] 開閉扉 6 2 は、図 2 6 に示すように、前記第 1実施形態と同様に、前面部 7

7 と、この前面部 7 7 の前端縁から直角方向に延びるガイ ド受部 7 8 とで構

成されている。前面部 7 7 の内面には、ガイ ド受部 7 8 に沿って溝部 7 9 が

形成され、溝部 7 9 の近傍には切欠部 8 0 の反対側に突部 8 が形成されて

いる。

[01 00] 開閉扉 6 2 は、保持片 8 2 を備えている。保持片 8 2 は、合成樹脂材料を平

面視矩形板状に成形加工 したものである。保持片 8 2 の一方の長辺 （側縁部

) には、断面略C字形の軸受部 8 3 が 2 箇所に形成されている。保持片 8 2

は、軸受部 8 3 を弾性変形させて前面部 7 7 の下端部に設けた支軸 8 4 に回

転可能に装着することにより回動可能に取り付けられる。保持片 8 2 には、

前記軸受部 8 3 を形成された側縁部を除く3 辺が突出し、その内側に凹所 8



5 が形成 されている。凹所 8 5 の中央部分 には、前記両軸受部 8 3 の間に、

前記支軸 8 4 に取 り付 けたスプ リング 8 6 の一部が係止されている。 これに

よ り、保持片 8 は、開閉扉 6 の前面部 7 7 に圧接 し、 これ らの間にプ リ

スタ一包装体 4 を保持可能 とな っている。保持片 8 2 の一端側の角部 には案

内ガイ ド部 8 7 が形成 されている。案内ガイ ド部 8 7 は、平面視 円弧状の円

弧縁か ら徐 々に前面部 7 7 側へ と膨 出する湾曲面で構成 されている。 また、

保持片 8 2 の他端側の角部 には磁性材料か らなる被吸引板 8 8 が取 り付 け ら

れている。

[01 0 1 ] 押下部 3 0 は、図 2 7 及び図 2 8 に示すように、本体 プ レー ト8 9 と、本体

プ レー 卜8 9 の下方側両側部 に設 け られる押下片 9 0 と、本体 プ レー 卜8 9

の下方側 中央部 に設 け られる口一ラ部 9 とを備 える。

[01 02] 本体 プ レー ト8 9 は、図 2 7 に示すように、表裏面の うち、裏面が平面で

構成 され、表面 には上端部 を除 く両側 に窪みがそれぞれ形成 されることによ

り突条部 9 2 が形成 されている。突条部 9 2 は、 中央部 に厚み寸法の大 きな

厚 肉部 9 3 が形成 され、 そこか ら下方部分は下端 に向か うに従 つて徐 々に裏

面側 に薄 くなるように傾斜する傾斜部 9 4 が形成 されている。傾斜部 9 4 の

先端 は、本体 プ レー ト8 9 の下端か らさ らに突出 している。厚 肉部 9 3 には

、本体 プ レ一 卜8 9 の表裏面 を連通する矩形状の開口部 9 5 が形成 されてい

る。 また、本体 プ レー ト8 9 の裏面中央部 には、図 2 8 に示すように、上下

に延びる凹部 9 6 が形成 され、 そこには係止片 9 7 が固定されている。係止

片 9 7 は、下端か ら幅狭の係止部 9 8 を突出させ、 この係止部 9 8 が後述す

るローラ部 9 1 の係止ギア部 1 0 3 の各ギア 1 0 6 に係止可能 とな っている

[01 03] 押下片 9 0 は、図 2 7 に示すように、合成樹脂材料か らなる短冊状の板材

で構成 されている。各押下片 9 0 は、前記本体 プ レー ト8 9 の突条部 9 2 の

両側 に形成 される窪み部分 にそれぞれ配置 されている。各押下片 9 0 は、突

条部 9 2 の上方部分 に支軸 9 9 を中心 と して回動可能 に支持 され、 スプ リン

グ 1 0 0 によって前方へ と付勢 されている （図示 しないが、押下片 9 0 には



スプ リング 1 0 0 の一端側が配置 される凹部が形成 されている。）。各押下

片 9 0 の中間部分 には、表面側の両側部 に凹部 1 0 1 a 、 1 0 1 b がそれぞ

れ形成 されている。一方の凹部 1 0 1 a (突条部 9 2 側）には、突条部 9 2

か ら突出する突起 9 2 a が位置 し、押下片 9 0 の回動範囲が規制 されている

。なお、他方の凹部 1 0 1 b は、左右の各押下片 9 0 を共通の部品 とするた

めのものである。各押下片 9 0 の下端部 は、係止片 9 0 a と、徐 々に裏面側

へ と屈曲 し、 さ らにその先端部分は下方側 に延びる薄肉部 1 0 2 とを備 える

[01 04] ローラ部 9 1 は、図 2 9 に示すように、外周面 に係止ギア部 1 0 3 を備 え

た筒状体 1 0 4 と、係止ギア部 1 0 3 の両側 に配置 される一対の回転 口一ラ

1 0 5 とで構成 されている。 ローラ部 9 1 は、前記本体 プ レー ト8 9 の突条

部 9 2 に形成 した開口部 9 5 内に配置 され、筒状体 1 0 4 をそこに設 けた支

軸 1 0 4 a に回転可能 に支持 されている。係止ギア部 1 0 3 は、筒状体 1 0

4 の周方向の一方 に向か って傾斜する複数のギア 1 0 6 で構成 されている。

各ギア 1 0 6 には、前記本体 プ レー 卜8 9 に設 けた係止片 9 7 の係止部 9 8

が係止 し、 ローラ部 9 1 を周方向の一方 にのみ回転可能 とする （ワ ン ウェイ

クラッチ と同様の働 きをする。）。回転 ローラ 1 0 5 は、筒状体 1 0 4 の外

周 に一体的に回転可能 となるように装着 される。但 し、必要以上の力が作用

することによ り、筒状体 1 0 4 との位置がずれて空回 りするようにな ってい

る。 ここでは、空回 り時に回転 ローラ 1 0 5 に作用する力は、回転 ローラ 1

0 5 が接触するプ リスター包装体 4 を損傷 させない程度 と している。

[01 05] 前記構成 によれば、 カセ ッ ト2 か らプ リスター包装体 4 を払い出す場合、押

下部 3 0 を初期位置か ら降下させると、 カセ ッ ト2 の先頭 に位置する先頭 （

1 枚 目）のプ リスター包装体 4 の上縁が、押下片 9 0 に形成 した係止片 9 0

a に係止 して押 し下げ られる。 この場合、 プ リスター包装体 4 が湾曲 してい

た と しても、押下片 9 0 がスプ リング 1 0 0 によって付勢 された状態で回動

可能 に設 け られているため、 その上縁 に対 して係止片 9 0 a を確実 に係止さ

せることがで きる。 これによ り、 1 枚 目のプ リスター包装体 4 がカセ ッ ト2



の開口部 9 5 を介 して払い出される。 この とき、次 （2 枚 目）のプ リスター

包装体 4 には回転 ローラ 1 0 5 のみが接触 し、 しかもこの 回転 ローラ 1 0 5

は 2 枚 目のプ リスター包装体 4 の平面 を転動する。 このため、押下部 3 0 を

降下させているにも拘わ らず、 2 枚 目のプ リスタ一包装体 4 には下方側 に向

か う力が作用 しに くし、。 また、 ガイ ドプ レー ト7 0 によって前板 との間に形

成 される隙間は、前述の通 り、 プ リスター包装体 4 が 1 枚 だけ通過可能な値

に設定されている。 したが って、 2 枚 目のプ リスター包装体 4 は、押 し下げ

ている 1 枚 目のプ リスター包装体 4 と共 に下方側 には移動 しに くく、開口部

9 5 か ら排 出されることがない。

[01 06] また、押下部 3 0 を上昇 させる場合、 2 枚 目のプ リスター包装体 4 には、回

転 ローラ 1 0 5 のみが接触する。 この とき、回転 ローラ 1 0 5 は、筒状体 1

0 4 の係止ギア部 1 0 3 のいずれかのギア 1 0 6 に本体 プ レー ト8 9 の係止

片 9 7 の係止部 9 8 が係止することによ り回転 を阻止される。 したが って、

2 枚 目のプ リスター包装体 4 には回転 ローラ 1 0 5 を介 して上向 きの力が作

用する。 このため、 2 枚 目のプ リスター包装体 4 が 1 枚 目のプ リスター包装

体 4 を払い出す際、た とえ払出方向に位置ずれ していた と しても、上方側へ

と位置 を修正される。 この場合、回転 ローラ 1 0 5 か らプ リスター包装体 4

に無理な力が作用 した場合 には、筒状体 1 0 4 に対 して回転 ローラ 1 0 5 が

空回 りするため、 プ リスター包装体 4 を損傷 させることがない。 また、 プ リ

スタ一包装体 4 の上方側への移動は、 カセ ッ 卜本体 6 に設 けた第 1 押 え片

6 3 及び第 2 押 え片 6 4 の各第 1 水平部 によって規制 される。

[01 07] 押 下部 3 0 が初期位置 に復帰すれば、押 出部材 6 6 によってカセ ッ ト本体 6

1 内のプ リスター包装体 4 が前方へ と移動する。 この とき、先頭側のプ リス

タ一包装体 4 は、 その下縁 をガイ ド片 7 2 の第 1 湾曲部 7 3 に沿 って移動 さ

せ、 プ リスター包装体 4 間で上下方向に位置がずれる。 そ して、先頭の 1 枚

目のプ リスター包装体 4 のみが第 1 湾曲部 7 3 を乗 り越 えて傾斜部 7 4 に至

り、第 2 湾曲部 7 5 へ と移動する。 この場合、前記第 1 実施形態 と同様 に、

プ リスター包装体 4 が湾曲 していても、前板 に固定 したガイ ド部 6 5 a 、 6



5 b には湾曲面 6 5 c が形成 されているため、先頭の 1 枚 目のみがカセ ッ 卜

本体 6 1 か ら払出可能な位置へ と移動する。 そ して、 プ リスタ一包装体 4 は

、第 2 湾曲面 7 5 を通過する際、湾曲面 6 5 c とは反対側 に湾曲 し、湾曲形

状が平坦 となるように矯正される。 また、 ガイ ドプ レー ト6 5 と、 ガイ ド片

7 2 との位置関係 は、 プ リスター包装体 4 がシ一 卜部 を湾曲させなければ通

過で きないように設定されている。すなわち、図 2 5 に示すように、 ガイ ド

プ レー ト6 5 の内側下端位置 と、 ガイ ド片 7 2 の傾斜部 7 4 と第 2 湾曲部 7

5 との境界位置 とが互いに才一バ一ラップするように配置 されている。 これ

によ り、押下部 3 0 によって押 し下げ られない限 り、 プ リスター包装体 4 の

排 出が防止される。 また、押下部 3 0 によって押 し下げ られた場合でも、 プ

リスター包装体 4 の 2 枚 同時排 出 （重送）が防止される。 以下、前記同様

に して、押下部 3 0 を昇降させることによ り、 プ リスター包装体 4 を必要な

枚数だけ払い出す。

[01 08] カセ ッ ト2 か らプ リスター包装体 4 の端数 を払い出す場合、開閉扉 6 2 を開

放 して端数払出位置 に位置 させる。開閉扉 6 2 に保持 しているプ リスタ一包

装体 4 がなければ、前記同様 に して、押下部 3 0 を降下させることによ り力

セ ッ ト本体 6 1 か らプ リスタ一包装体 4 を 1 枚 だけ端数払出位置 に位置する

開閉扉 6 2 内へ と供給する。開閉扉 6 2 では、保持片 8 2 が前面部 7 7 へ と

付勢 されている。 したが って、供給 されたプ リスター包装体 4 は、保持片 8

2 と開閉扉 6 2 の前面部 7 7 との間に挟持 される。保持片 8 2 の角部 には案

内ガイ ド部 8 7 が形成 されてお り、 プ リスター包装体 4 の挟持範囲が狭 くな

つているが、前面部 7 7 には突部 8 が形成 され、保持片 8 2 との挟持圧が

高め られている。 したが って、挟持範囲が狭 くな つているにも拘わ らず、 プ

リスター包装体 4 の挟持状態は、他の部分 とほぼ同 じとなる。 この結果、 プ

リスター包装体 4 は、保持片 8 2 と前面部 7 7 との間に傾 くことな く適切 に

保持 される。

[01 09] 保持 片 8 2 と前面部 7 7 との間に保持 されたプ リスター包装体 4 は、前記第

1 実施形態 と同様 に、把持部材 2 4 を駆動 し、切欠部 8 0 とは反対側へ と移



動 させ、切断部材 2 5 によ り端数分 を切断 して払い出す。端数分 を切断され

たプ リスター包装体 4 は、把持部材 2 4 によ り元の位置へ と移動 させる。 プ

リスター包装体 4 は端数 を切断する際、変形 した り、把持部材 2 4 に対 して

傾 いた りするが、保持片 8 2 には案内ガイ ド部 8 7 が形成 されているため、

保持片 8 2 と前面部 7 7 との間へ とスムーズに移動する。

[01 10] プ リスター包装体 4 か ら端数の払出が完 了すれば、開閉扉 6 2 を端数払出位

置か ら閉鎖位置へ と回動 させる。 この とき、端数のプ リスター包装体 4 には

、 カセ ッ ト本体 6 1 に設 けた突条部材 7 6 が圧接 し、 プ リスタ一包装体 4 は

開閉扉 6 2 との間に挟持 される。 また、 プ リスター包装体 4 は、一方の列の

ボケ ッ 卜部が開閉扉 6 の溝部 7 9 内に位置 し、 そこで幅方向への位置ずれ

が防止される。 このため、開閉扉 6 2 を閉鎖位置 に移動 させた状態、 プ リス

タ一包装体 4 の保持状態 を安定させることがで きる。

[01 11] (他 の実施形態） 薬剤払出装置は、次のような構成 とすることも可能であ

る。 すなわち、薬剤払出装置 を、装置本体 と、薬剤が個別 に包装 される複

数のプ リスター包装体が重ねた状態で収容 される収容容器 と、前記装置本体

に移動可能 に設 け られ、前記収容容器 まで移動 して、収容 したプ リスター包

装体 を払い出させる払出部材 と、 を備 え、前記払出部材は、前記 プ リスター

包装体 を前記収容容器の取出口か ら取 り出す際、次のプ リスター包装体 に当

接 して回転するローラ部 を備 えた構成 と したものである。

[01 12] この構成 によ り、収容容器か ら先頭のプ リスタ一包装体 を取 り出す際、次の

プ リスター包装体 にはローラ部が転動 し、取出方向に大 きな摩擦力を発生さ

せることがない。 したが って、先頭のプ リスター包装体のみをスムーズに取

り出す ことがで きる。

[01 13] 前記払出部材は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の取出口か ら取 り出

した後、取出方向 とは逆方向に移動する際、次のプ リスター包装体 に当接す

るローラ部の回転 を阻止するロック機構 を備 えるのが好 ま しい。

[01 14] この構成 によ り、払出部材 を元の位置 に復帰させる際、 ロック機構 によって

ローラ部が回転 を阻止されるので、次のプ リスター包装体 との間の摩擦力が



大 きくなる。 したが って、次のプ リスター包装体 を確実 に元の位置へ と復帰

させて次の払出動作 に備 えることがで きる。

[01 15] また、薬剤払出装置 を、装置本体 と、薬剤が個別 に包装 される複数のプ リス

ター包装体が重ねた状態で収容 される収容容器 と、前記装置本体 に移動可能

に設 け られ、前記収容容器 まで移動 して、収容 したプ リスター包装体 を払い

出させる払出部材 と、 を備 え、前記収容容器は、一端側 に向か って押圧 され

たプ リスター包装体 に対 し、押圧方向 とは直交する方向に取出口が形成 され

、前記取出口の近傍 に、前記 プ リスタ一包装体の側縁部 をガイ ドするガイ ド

プ レー トを備 え、前記 ガイ ドプ レー トは、前記 プ リスター包装体 を押圧方向

に向か うに従 って徐 々に前記取出口とは反対方向にガイ ド位置 を変更させる

湾曲部 と、該湾曲部 に連続 し、前記取出口側 に向か って傾斜する傾斜部 とを

備 えた構成 と したものである。

[01 16] この構成 によ り、湾曲部で隣接 プ リスター包装体の押圧方向に直交する方向

への位置 をず らせ、 さ らに傾斜部で先頭のプ リスター包装体のみを分離 して

取出口へ と向かわせることがで きる。 このため、先頭のプ リスター包装体の

みをスムーズに取出口か ら払い出す ことが可能 となる。

[01 17] また、薬剤払出装置 を、装置本体 と、薬剤が個別 に包装 される複数のプ リス

ター包装体が重ねた状態で収容 される収容容器 と、前記装置本体 に移動可能

に設 け られ、前記収容容器 まで移動 して、収容 したプ リスター包装体 を払い

出させる払出部材 と、 を備 え、前記収容容器は、前記取出口か らプ リスター

包装体 を払出可能 とする払出位置 と、前記取出口か ら払い出されたプ リスタ

一包装体 を保持可能な端数払出位置 とに回動可能な開閉扉 を備 え、前記開閉

扉は、前記端数払出位置で、前記取出口か ら払い出されたプ リスタ一包装体

を前記開閉扉の一部 に圧接することによ り保持する保持片を備 え、前記保持

片は、前記 プ リスタ一包装体 を出 し入れする位置 に、前記 プ リスタ一包装体

を搬 出する方向に向か って前記 プ リスター包装体か ら徐 々に離れるように形

成 される案内ガイ ド部 を有する構成 と したものである。

[01 18] この構成 によ り、保持片によって開閉扉 に保持 したプ リスター包装体か ら端



数 を切断するために、開閉扉か ら出 し入れする際、切断等 によ りプ リスター

包装体が変形 した と しても、案内ガイ ド部の存在 によ りプ リスター包装体 を

スムーズに出 し入れすることがで きる。

[01 19] 前記収容容器は、前記開閉扉が払出位置 に回動 した際、保持 したプ リスター

包装体 に圧接 して位置決めするガイ ド部 を備 えるのが好 ま しい。

[01 20] この構成 によ り、開閉扉 に保持 したプ リスター包装体の位置ずれを確実 に防

止することがで き、次回の端数の払い出 しの際、開閉扉か らのプ リスター包

装体の出 し入れをスムーズに行わせることが可能 となる。

[01 2 1 ] 前記開閉扉は、前記払出位置 に回動 した際、前記 ガイ ド部 に対向する位置 に

凹部 を形成 されているのが好 ま しい。

[01 22] この構成 によ り、開閉扉 に保持 したプ リスター包装体の位置ずれをよ り一層

確実 に防止することがで きる。

符号の説明

[01 23] 装置本体

2 力セ ッ 卜 （収容容器）

3 払 出部材

4 プ リスター包装体

5 枠体

6 外装パネル

7 搬送装置

8 力セ ッ 卜装着部

9 力セ ッ 卜本体

9 a ガイ ド面

9 b 湾曲面

9 c ガイ ド面部

9 d 係止孔

9 e ガイ ド孔

0 開閉扉



- ' · ガイ ド溝

- · ·押 出部材

3 -· ·取 出口

. " 凹所

5 . · ·軸 受部

6 -- -前面部

Ί · ·ガイ ド受部

8 . · ·切 欠部

9 -- -保持 片

0 . · ·被 吸引部

· · ·支持板

2 -· ·第 1 払 出部材

3 -- -第 2 払 出部材

4 -· ·把持部材

5 -· ·切 断部材

6 -- -回収部材

7 · · ·垂 直 レ一ル

8 . · ·水平 レ一ル

9 . " ラ ック

0 -· ·押 下部

· · ·腕部

2 - 面板

3 -- -背面部

4 . · ·弾性 片

5 -· ·係 止片

6 - ガイ ド部

7 -· ·駆動機構

8 . · ·取付 プ レー 卜



モータ

駆動ギア

中間ギア

従動ギア

回動 ピン

従動 プ レー 卜

操作孔

ガイ ドビン

把持片

ガイ ドブ レ一 卜

a 第 1湾曲面

b 第 2 湾曲面

把持部

光セ ンサ

磁石

支持台

固定刃

可動刃

回動 プ レ一 卜

案内通路

回収容器

力セ ッ 卜本体

開閉扉

第 1押 え片

第 2 押 え片

ガイ ド部

押 出部材

押 出板



8 - ·押 出パ ッ ド

9 - ·支持 プ レー ト

〇 ' ガイ ドブレー 卜

- ·取付台

2 - · ガイ ド片

3 . · ·第 1湾曲部

4 . · ·傾斜部

5 -· ·第 2 湾曲部

6 . · ·突条部材

7 -· ·前面部

8 . · ·ガイ ド受部

9 -· ·溝部

0 . · ·切 欠部

-· ·突部

2 -· ·保持 片

3 . · ·軸 受部

4 . · ·支軸

5 -" 凹所

6 - ス プ リン グ

7 -· ·案 内ガイ ド部

8 . · ·被 吸引板

9 . · ·本体 プ レー 卜

0 . · ·押 下 片

- ロー ラ部

3 . · ·厚 肉部

4 -· ·傾斜部

5 -· ·開 口部

6 . · ·凹部



9 7 係止

9 8 ...係部

9 9 ...支軸

0 0 ス プ リン グ

0 凹部

0 2 薄肉部

0 3 係止ギア部

0 4 筒状体

0 5 回転 口一ラ



請求の範囲

装置本体 と、

薬剤が個別 に包装 される複数のプ リスター包装体が重ねた状態で収

容 される収容容器 と、

前記装置本体 に移動可能 に設 け られ、前記収容容器 まで移動 して、

収容 したプ リスタ一包装体 を払い出させる払出部材 と、 を備 え、

前記収容容器は、一端側 に形成 される、 プ リスタ一包装体 を取 り出

すための取出口と、収容 したプ リスター包装体 を一端側 に向か って付

勢する付勢手段 と、 を備 え、

前記払出部材は、 プ リスタ一包装体の側縁部 をガイ ドするガイ ド部

を備 え、該 ガイ ド部 を介 して前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の

—端側 に向か って付勢可能であることを特徴 とする薬剤払出装置。

前記払出部材は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の一端側 に

向か って付勢可能な弾性 片を備 え、該弾性 片の先端部 に、前記 プ リス

タ一包装体の側縁部 をガイ ドするガイ ド部 を備 えた ことを特徴 とする

請求項 1 に記載の薬剤払出装置。

前記払出部材は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の取出口か

ら取 り出す際、次のプ リスタ一包装体 に当接 して回転するローラ部 を

備 えた ことを特徴 とする請求項 1 又 は 2 に記載の薬剤払出装置。

前記払出部材は、前記 プ リスター包装体 を前記収容容器の取出口か

ら取 り出 した後、取出方向 とは逆方向に移動する際、次のプ リスター

包装体 に当接するローラ部の回転 を阻止するロック機構 を備 えた こと

を特徴 とする請求項 3 に記載の薬剤払出装置。

前記付勢手段 は、前記 プ リスター包装体 に当接 して前記収容容器の

—端側 に向か って押圧 し、かつ、前記 プ リスター包装体の押圧方向 と

は直交する方向への位置ずれを抑制する押 出パ ッ ドを備 えた ことを特

徴 とする請求項 1 か ら4 のいずれか 1 項 に記載の薬剤払出装置。

前記収容容器は、前記付勢手段 によって付勢 されるプ リスター包装



体の側縁部 をガイ ドし、前記 プ リスター包装体の前記払出方向の位置

を規制する押 え片を備 えた ことを特徴 とする請求項 1 か ら 5 のいずれ

か 1 項 に記載の薬剤払出装置。

前記収容容器は、一端側 に向か って押圧 されたプ リスター包装体 に

対 し、前記取出口が押圧方向 とは直交する方向に形成 され、前記取出

口の近傍 に、前記 プ リスター包装体の側縁部 をガイ ドするガイ ドブ レ

- 卜を備 え、

前記 ガイ ドブ レ一 卜は、前記 プ リスター包装体 を押圧方向に向か う

に従 って徐 々に前記取出口とは反対方向にガイ ド位置 を変更させる湾

曲部 と、該湾曲部 に連続 し、前記取出口側 に向か って傾斜する傾斜部

とを備 えた ことを特徴 とする請求項 1 か ら 6 のいずれか 1 項 に記載の

薬剤払出装置。

戦記収容容器は、前記付勢手段 による付勢方向に位置する一端側の

内端面 に、前記 プ リスタ一包装体の湾曲形状 に対 して干渉 を回避する

方向に窪んだ湾曲面 を備 えた ことを特徴 とする請求項 1 又 は 2 に記載

の薬剤払出装置。

前記収容容器は、前記付勢手段 による付勢方向の先頭 に位置するプ

リスター包装体 を、前記払出部材 による払出方向 とは反対方向に向か

つて移動 させるガイ ド面 を備 えた ことを特徴 とする請求項 1 か ら3 の

いずれか 1 項 に記載の薬剤払出装置。

前記収容容器は、前記 ガイ ド面 に連続 し、前記払出部材 による払出

方向に向か って前記 プ リスター包装体 を移動 させる第 2 のガイ ド面 を

備 えた ことを特徴 とする請求項 4 に記載の薬剤払出装置。

前記収容容器は、前記取出口か らプ リスタ一包装体 を払出可能 とす

る払出位置 と、前記取出口か ら払い出されたプ リスター包装体 を保持

可能な端数払出位置 とに回動可能な開閉扉 を備 え、

前記開閉扉は、前記端数払出位置で、前記取出口か ら払い出された

プ リスター包装体 を前記開閉扉の一部 に圧接することによ り保持する



保持片を備 え、

前記保持片は、前記 プ リスター包装体 を出 し入れする位置 に、前記

プ リスター包装体 を搬 出する方向に向か って前記 プ リスター包装体か

ら徐 々に離れるように形成 される案内ガイ ド部 を有することを特徴 と

する請求項 1 か ら 1 0 のいずれか 1 項 に記載の薬剤払出装置。

[ 請求項 12 ] 前記収容容器は、前記開閉扉が払出位置 に回動 した際、保持 したプ

リスタ一包装体 に圧接 して位置決めするガイ ド部 を備 えた ことを特徴

とする請求項 1 1 に記載の薬剤払出装置。

[ 請求項 13 ] 前記開閉扉は、前記払出位置 に回動 した際、前記 ガイ ド部 に対向す

る位置 に凹部 を形成 されていることを特徴 とする請求項 1 2 に記載の

薬剤払出装置。
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